
【取り組む際に生じた課題】
• 香港について、輸出事業の開始までに各種申請等により期間を要した
（約2年間）。

【対応の結果】
• 国内向け販売量の下落を補い、販売の安定化に寄与。
• 多様な販路を開拓することにより、通年での安定した出荷を実現。

• 輸出品の知名度やブランドとしての価値が向上し、他国からの取引交
渉依頼が増加。

香港・台湾・シンガポールのスーパーマーケット「City Super」「裕毛」「Don Don

Donki」へ自社製品の牛乳を輸出。
海外市場におけるロングライフ牛乳の販売が好調であるため、殺菌方法に拘った風味
の良い北海道牛乳を提案。

現地で加工される北海道ブランドのソフトクリーム向けの原料も輸出。

牛乳

【主な品目】

香港・台湾・シンガポール

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• アジア各国への輸出を拡大し、平成30年までに輸出額6千万円を目指
す。

• 現地ニーズに合致した商品開発を進める。

【生じた課題への対応】
• インポーターとも協力し、香港当局の要求（書類提出、試験輸送等）に粘
り強く対応。

（平成25年度から輸出開始）

【ウェブサイト】 http://www.mainichi-milk.jp/  

【連絡先】 担当者名：販売部 加戸(ＴＥＬ：0725-41-7113)

【効果があった取組】
商談会へ積極的に参加したため、
商談先が増加。

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

平成29年度 4,072 246.8

通年平成28年度 3,501 186

平成27年度 2,800 140
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